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１．はじめに
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２．日本の家計の金融行動
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日本の家計の金融資産・負債

（図表１）
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（資料）内閣府「国民経済計算」、日本銀行「資金循環統計」



一世帯当たり金融資産・負債額とその内訳

（図表２）
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（注）資金循環統計は平成20年度末の値、家計の金融行動に関する世論調査は平成21年6月～7月が調査期間。

（資料）金融広報中央委員会「家計の金融行動に関する世論調査」[二人以上世帯調査]、国立社会保障・人口

問題研究所「日本の世帯数の将来推計」、総務省「国勢調査報告」、日本銀行「資金循環統計」



家計の金融資産保有額の分布状況

（図表３）
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（資料）金融広報中央委員会「家計の金融行動に関する世論調査」[二人以上世帯調査]



家計の金融資産構成：日米比較

（図表４）
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（資料）日本銀行「資金循環統計」



３．家計の金融資産運用が果たす役割
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預金者の列

（図表５）

提供：読売新聞社
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４．金融取引が安心して行われるためには

■ 銀行券の信認

■ 民間金融機関への信認

■ 経済全体の安定への信認

■ 金融システムの安定への信認
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物価上昇による目減りの大きさ

（図表６）
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日本銀行当座預金と資金決済
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（図表７）
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５．金融取引を行う際の留意点

■ 長期的な資金計画が重要

■ リスクとリターンは二律背反の関係

■ リスクとリターンの関係は状況により変化

■ 特定の金融資産に集中させない

■ リスク・テイクは体力の範囲内に
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リスクとリターン

（図表8）

15

金融商品A
金融商品B

Aの平均的なリターン

Bの平均的なリターン

（リ
タ
ー
ン
の
発
生
頻
度
）

多
い

少
な
い

（リターンの大きさ）

マイナス プラスゼロ



６．金融教育の重要性
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金融に関する知識水準の自己評価

（図表9）
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7．おわりに
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